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1. はじめに  
加齢により生じる体の歪みは，日常的な姿勢

を悪くする要因の 1 つであり，高齢者の健康に

も影響を及ぼす可能性がある．例えば，前傾姿

勢である円背姿勢(猫背)は，背骨や肺などの内臓

にも影響を及ぼすことが知られている．これま

で，我々の研究グループでは，高齢者の健康維

持を目的としたインタフェース設計を目指し，

Kinect を搭載したロボット DOCTOR’S EYE を用

いて，高齢者の静止時と歩行時に関し分析を行

った．その結果，高齢者の前傾姿勢と相関のあ

るパラメータを特定し，加齢に伴う体の歪みを

説明するモデルを提案してきた[1]．しかし，着座

時の姿勢の歪みについては，課題として残され

ていた[1]．そこで本研究では，日常生活における

高齢者の着座姿勢の歪みを調べることを目的と

し，若年者と高齢者の姿勢の歪みを比較した．

実験では，日常を想定してもらい，自然な姿

勢・良いと思われる姿勢・自分で悪いと思われ

る姿勢の 3 条件で椅子に座ってもらい，若年者

と高齢者の姿勢を比較した． 

2. 実験方法 

2.1 参加者 

高齢者は，70-83 歳(平均 75.55 歳)の男女 20 名

(男性 10 名，女性 10 名)，若年者は 19-21 歳まで

の大学生(平均 20.8歳)の 16名(男性 12名，女性 4
名)の合計 36 名であった．参加者は十分な説明を

受け，同意の上，実験に参加した． 
2.2 分析手順 

参加者は，DOCTOR’S EYE から約 3ｍの距離

に用意された椅子に座り，1. 自然な(普通の)姿勢，

2. 良い姿勢，3. 悪い姿勢の 3 条件について，各

10 秒間ずつ計測が行われた （図 1）．計測は，

DOCTOR’S EYE(テレビジネス社製)に搭載され
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た Kinect V2 for Windows（Microsoft 社製）で行

われ，Kinect で取得されたのうち，先行研究[1]に

基づき，頭と肩の垂直方向の距離{Shoulder(R)-
Head}(図 2)について解析を行った． 

 
図 1 実験環境 

 

 
図 2  着座姿勢の歪みの評価指標 

3. 結果 

 図 3 に 3 種類の姿勢における高齢者と若年者

の{Shoulder(R)-Head}の平均値を示す．すると，

自然な姿勢・良い姿勢・悪い姿勢の全ての姿勢

において，若年者に比べ高齢者の方が，肩より

も頭が前に位置していることが明らかとなった

（Student t-test, P < 0.03）．このことから，高齢

者のほうが，着座時に，より背筋の伸びた姿勢

となっているのに対し，若年者は，背もたれに

寄り掛かる姿勢となっていることがわかった． 
また，このような高齢者と若年者の違いが，

より詳細に評価するため，図 4 に，図 3 で得ら

れた各実験参加者の自然な姿勢を基準とした良

い姿勢及び，悪い姿勢との差を示す．すると，

どちらも有意な差は見られなかった（Student t-
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test, P > 0.02）．このことから，3 種類の各姿勢

における，高齢者と若年者の間で見られた差は，

姿勢ごとに異なるものではなかったといえる．

したがって，高齢者と若年者の間における着座

姿勢の歪みの違いは，基準となる自然な着座姿

勢の違いによって生じていると考えられる． 
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図 3 着座姿勢の歪みの比較 
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図 4 自然な着座姿勢からの歪みの変化量の比較 

4. 考察 

今回の結果から，自然な着座姿勢に関し，高

齢者のほうがより，背筋の伸びた姿勢をとって

いたことが明らかとなった． 
一般に，加齢に伴う姿勢の変化の原因として，

加齢に伴う筋力の低下が考えられる[2]．しかし，

今回の結果は，高齢者のほうがより筋力の負担

が大きい前傾姿勢をとっていることを示してお

り，筋力の低下が原因という解釈には無理があ

ると考えられる． 
これに対し，若年者と高齢者の教育環境の違

いを原因とすることが考えられる．戦後初めて

施行された「小学校学習指導要領・体育編」

（昭和 24 年）の具体的目標に，「よい姿勢をつ

くる」という項目があったが，姿勢教育に関す

る言及は，昭和 33 年に行われた改定以来，「小

学校学習指導要領」 から無くなっている[3]．し

たがって，高齢者はしっかりとした姿勢教育を

幼少期より受けたことにより，胸を張った背筋

の伸びた姿勢をとることが身についていたこと

が考えられる． 

また，筋肉量が変化しなくても，筋肉を使わ

ない習慣を続けると筋繊維の癒着によって姿勢

に変化が生じることも知られている[4]．このこと

から，若年者でも日頃から悪い姿勢（脚・腕を

組む，割り座，腕を支えにして座るなど）を取

りがちな人は，背筋の伸びた姿勢を維持できず，

猫背になりがちである[4]．加えて，近年の若年者

の日常生活で多くみられる，スマートフォンや

パソコン，インドア系の趣味などは姿勢を崩す

原因となると考えられる[4]． 

5. おわりに 

本研究では，高齢者の健康維持を目的として

インタフェース設計を目指し，Kinect が実装され

ている移動ロボット“DOCTOR’S EYE”を用いて

加齢による着座時の姿勢の歪みの計測と分析を

行った．その結果，若年者よりも高齢者の方が，

より筋力の負担の大きい背筋の伸びた着座姿勢

をとることが明らかとなった．また，その原因

として，加齢による筋力の低下ではなく，幼少

期に受けた姿勢教育や，生活習慣に関する世代

間の違いがあることを示した． 
このことは，このような世代間の姿勢の歪み

の違いが，筋力などの身体機能の観点からだけ

でなく，姿勢に対する意識の違いという観点か

らも評価することが必要であることを示唆して

いる． 
今後は，工学的な応用を念頭に，高齢者と若

年者の姿勢に対する意識の違いをアンケートな

どで調査することも併用し，分析を進め，健康

増進や健康維持の観点からの着座姿勢の評価手

法の構築を進めることを予定している． 
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